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座長の皆様へのご案内

•座長受付は行いません。
•�ご担当セッション開始 10 分前までに，講演会場前方の次座長席へお越しください（次座長席の表示を提
示しております）。
•�セッション開始・終了のアナウンスはございません。定刻になりましたら開始してください。	 	
また，プログラムの定時進行のため，時間厳守にご協力をお願いいたします。
※�発表，総合討論時間のご案内（全て口演となります）
シンポジウム・パネルディスカッション・ワークショップ・講演系・企画セッション：事前案内のとおり
です。
ハイライトセッション：発表 7分，質疑 3分
一般演題　　　　　　：発表 5分，質疑 3分
※シンポジウム・パネルディスカッション：演者は壇上で討論
※ワークショップ：演者もフロアで討論
•�今回，シンポジウム・パネルディスカッション・ワークショップの座長の皆様には，「会場レポート」を
お願いいたしたく存じます。ご自身の担当セッションにおける発表内容や討論内容を簡単にまとめていた
だき，大会ウェブサイトに掲載させて頂くという，新しい試みです。参加者の記憶に残る大会となります
よう，ご協力をお願い申し上げたく存じます。詳しいご案内は，別途お届けいたします。

演者の皆様へのご案内

•�演者・共同演者ともに日本臨床救急医学会の会員であることが必須となります。
•�未入会の方は，入会の手続きをお願いいたします（ただし，筆頭演者が会員である場合，共同演者である
消防職員の入会は問いません）。
•�年会費は 10,000 円となります。
入会窓口（本部事務局）：（株）へるす出版事業部内
〒 164-0001 東京都中野区中野 2-2-3
FAX：03-3380-8627　　Eメール：jsem_jimu@herusu-shuppan.co.jp

演者　発表時間

シンポジウム・パネルディスカッション・ワークショップ・講演系・企画セッション：事前案内のとおりです。
ハイライトセッション：発表 7分，質疑 3分
一般演題　　　　　　：発表 5分，質疑 3分
※シンポジウム・パネルディスカッション：演者は壇上で討論
※ワークショップ：演者もフロアで討論
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データ登録　動作確認

指定演題の皆様へ
セッション開始 30 分前までにPCセンターにて，データ受付・動作確認を行ってください。発表のスライド
サイズは，16：9 を推奨しております。

PCセンター
【場所】パシフィコ横浜　会議センター　3F　展示会場エリア
【日時】6月 20 日（金）8：00 〜 17：00，6 月 21 日（土）8：00 〜 16：00（予定）

•�発表は口演での PCプレゼンテーションとなります。発表方法は，演題上に設置のキーボード・マウス
にてご自身で操作をいただく形式となります。

•�発表時間の 30 分前までに，発表会場の PCセンターへ発表データをご持参ください。メモリー本体は
その場でご返却いたします。

【記録媒体（USBメモリ）を持参される場合】
•�会場に用意していますパソコンのOS はWindows11，アプリケーションはWindows 版 PowerPoint2021
です。

•�発表データのファイル名は「（演題番号）（氏名）」としてください。（例）SY1-1 横浜良子
•�フォントはOS に標準装備されているもの（MS・MSP ゴシック，MS・MSP 明朝，Arial，Arial Black，
Century，Century Gothic，Times New Roman）をご使用ください。

【ノートパソコンをご持参される場合】
•�ご持参いただくパソコンは，外部出力端子にHDMI 端子が装備されているものに限ります。Macintosh
や一部Windows では，変換コネクターが必要となりますので，必ずご持参ください。

•�タブレット端末でのご発表はできません。
•�スクリーンセーバー，省電力設定，ホットコーナー（Macintosh）を予め解除してください。
• �ACアダプターを必ずご持参ください。
•�パソコンに保存されたデータの紛失を避けるため，バックアップデータを取ってください。
•�ノートパソコンをお持ち込みの場合でも，バックアップ用データをUSBメモリでご持参ください。
•�動画などの参照ファイルがある場合は，全てのデータを同じフォルダに入れてください。
• �PowerPoint 発表者ツールはご遠慮ください。



134 日臨救急医会誌（JJSEM）2025；28：128-34

■利益相反（COI）状態開示のお願い
筆頭発表演者は，タイトルスライドの後（2枚目）に，今回の演題発表に関するCOI 状態を必ず開示し
てください。

（スライド開示例）下記のスライド例にてCOI 開示

●発表時，申告すべきCOI 状態がない場合の文言例
　「演題発表に関連し，開示すべきCOI 関係にある企業・団体等はありません」

●発表時，申告すべきCOI 状態がある場合の文言例
　「演題発表に関連し，開示すべきCOI 状態にある企業は下記の通りです」
　例：受託研究・共同研究費 /〇〇製薬

※学会日程表にあります演題番号の（　）内のアルファベットは，演者の職種を
表します。

医師……D，看護師……N，救急隊員……E，薬剤師……P，放射線技師……R，
臨床検査技師……MT，臨床工学技士……CE，医療ソーシャルワーカー……MS，
上記以外の病院職員……HS，学生……S，その他……C

日本臨床救急医学会
COI 開示

筆頭発表者名：○○　○○

演題発表に関連し，開示すべきCOI関係にある
企業などはありません。

日本臨床救急医学会
COI 開示

筆頭発表者名：○○　○○

演題発表に関連し，開示すべきCOI関係にある企業などとして，

受託研究・共同研究費：　○○製薬
奨学寄付金：　　　　　　○○製薬
寄付講座所属：　　　　　あり（○○製薬）

↑　開示すべき内容がある項目より記載




